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あいだ哲学会規約 

 
１ 本会は、あいだ哲学会と称し、事務局を京都大学大学院・人間環境学研究科
武田宙也研究室に置く。 

２ 本会は、〈あいだ〉への問題意識にもとづく哲学的研究とその発展を目的とす
る。 

３ 本会の会員は、京都大学大学院人間・環境学研究科武田宙也研究室の関係者
ならびに委員会の推薦を受けた者とする。 

４ 本会は、次の事業を行う。 
（ ア ）学会誌『あいだ／生成』の刊行。 
（ イ ）研究会、講演会等の開催。 
（ ウ ）その他必要な事業。 

５ 本会の運営を遂行するために委員会を設置する。 
６ 委員会は、若干名の幹事を委嘱することができる。 
７ 規約の改正等の重要事項については、委員会の審議を経て決定する。 
 
 

『あいだ／生成』投稿規定 
 
１ 投稿資格は原則として会員に限る。 
２ 投稿論文の内容は未発表のものに限る。二重投稿は認めない。 
３ 原稿の採否は委員会の委嘱を受けた編集委員が審議の上決定する。 
４ 掲載された論文の著作権は著者に帰属する。掲載された論文等は原則として
電子化し、インターネット等を通じて公開する。 
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編集・発行：あいだ哲学会 
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〔編集後記〕 
 
 

『あいだ／生成』第 9号を、お届
けする。本号は、それぞれ音楽療
法、リチャード・ローティ、フラ
ンク・ステラを取り上げた 3編の
論考からなっている。著者はいず
れも、比較的最近博士号を取得し
た気鋭の若手であり、博士論文の
成果を踏まえ、そこからさらに新
たな展開に挑んでいる。なお本号
では、掲載予定であった書評 1編
が事情により見送りとなったが、
こちらについては次号に掲載でき
ればと考えている。書評の件は残
念であるが、質・量ともに充実し
た 3 編の論考を掲載できたこと
は、それを補ってあまりある喜び
である。（武田宙也） 

 

〔編集委員〕 
 
 

蘆田 裕史 
尼ヶ崎 彬 
石田 美紀 
石谷 治寛 
岡田 温司 
岡本 源太 
喜多恵美子 
武田 宙也 
橋本  梓 
山内 朋樹 

 
 

〔編集幹事〕 
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